
中国からの略奪文化財返還を求める!! ４・２２大集会 
一昨年暮れに私たちは「中国文化財返還運動を進める会」を結成しました。昨年の 4 月には

、
の講演会を、そして 11 月には

と の講演会を開いていま
す。これらの講演を通して戦前の日本軍が戦場から略奪した文化財返還の運動に取り組んできました。 

日本には、いまから 130 年前、日清戦争が終了した後に日本軍が
清国から持ち帰った一対の狛犬（ 写真右）が、今も東京九段の
靖国神社に置かれています。また栃木県の山縣有朋記念館にも同じ時
期に持ち帰った一体の狛犬が飾られています。昨年 7 月、私たちの会
ではこれらの狛犬の返還を靖国神社と記念館に申し入れました。しか
し、未だに「返還する」との返事はありません。これら狛犬以外の略奪文化財として、これまでに
私たち「進める会」では、日露戦争後の 1908 年頃に旅順から搬出され現在なお皇居吹上御苑に秘
匿されている （写真左）の返還を求めて、昨年 8 月に宮内庁と話し合いました。 

しかし結成されたばかりでの力量不足もあって、戦後 70 年以上が経過している現在もなお略奪さ
れた獅子像は国内に保持され、鴻臚井碑は国有財産として見学すらできない状態にあります。 

ところで、2022 年 12 月 20 日にドイツのベーアボック外相は、ナイジェリアから持ち出された
21 点の返還に際して と述

べました。またロート文化相は と述べました。これに
対してナイジェリアのオンエアマ外相は と述べました。ブハリ大統領は

と述べています（昨年 10 月 14 日、12 月 22 日『赤旗』）。このように、世界で植
民地時代に不当に持ち去られた文化財を元あった地に返還する動きが進んでいます。過去になされた不当な行為に基づく現状を正し
て自らの誤りを認めることで、かつての植民地宗主国と被植民地国との間に新たな関係を築こうとする決意を示すものです。 

今回の「4・22 大集会」では、昨年のこれらの返還運動の経緯についてご報告します。 
第一部（13 時開始）では会員の皆さんとともに 2023 年度の総会を開催し、第二部の講演（14 時開始）では、世界の文化財返還

運動に関する第一人者である で始めます。ここでは欧米における動向、そしてアジアに
おける現状、特に建国以来の中華人民共和国に対する返還はどのような形が望ましいのか、私たちはどのような形で関わっていけば
いいのかといった点についてお話いただきます。つぎに、

では、アジアにおける近現代史の観点から中国由来の文化財返還についても重要なコメントを頂く予定です。その後、本会共同代
表の を交えたパネル・ディスカッションでは、パネラーの皆さんと参加者との意見交換を通して理解を深め
ていきます。私たちのこれからの行く手を見通すためにも、皆さんの積極的なご参加と、活発な意見交換を期待しています。 

著書＝『文化財の社会史 近現代史と伝統文化の変遷』（2010 年 808 頁） 
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文化財と社会との関係、文化財行政、文化財返還、先住民族問題などに詳しい。 
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参加費：800 円 
主 催：中国文化財返還運動を進める会 

日 時:4 月 22 日（土）13 時～1６時 45 分閉会予定 
会   場:港区立産業振興センター大会議室       地図参照→ 

港区芝 5-36-4 札の辻スクエア 11 階 
【アクセス】    JR・田町駅から徒歩 4 分 

または都営三田線三田駅 A3 出口から徒歩 4 分又は A4 出口から徒歩 3 分 

申込先:一瀬法律事務所（4 月 15 日までに申込で下さい） 
電  話:03-3501-5558   メールアドレス<info@ichinoselaw.com> 


